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蓬ア経本 雨量
ス大ア地 JV 技ス亀大

表日東域 八手 y 裂正 島
山本北 J、 日西モヲん九 県間千本
部茨線常 同郷ノ生年

落礁須磐位之 賢 ポシ四緒 石
ノ、株賀線 カト回該月 城
戸式川平置調共ノ亀靖言 郡
教曾騨騨 査ニ｜塗 裂島
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人平逼距 従地主／日石
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農三ヒヨ ス月心敷即
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角飴ノ米偏ノ本 シノ表角極 ）
閃米匪ナ i覇地地 タニ山閃メ

石蓮域リ I 災域 JV ジ部岩ア

ノ亙ニシ附 J、ノ 主ア落々狭

細セ縦モ近大地 岩其附屑少

粒ソ横漸孟正災 地層厚近 J、ナ

ョ長ニヨた亀九ニ fー） ナサ迄第 y
リ等大延裂年闘 災リ三庚三ト
成ノ小長ヲニシ地 ト米ク組ス

リ亀無シ生月ァ災 ス乃分層；4f
粗裂敷其セ中川ノ 至布角積
露ノ、ノ西シ句奮経 五ス閃層

柔線亀側ェ頃詑遇 十ヰミ岩 J、

軟ア裂ノ始第ノ及 米岩及井

ニ第ヲ部？て徴放 ァ屑片田

シ三生分リ第ス理 ;J J、岩木

テ紀シ徐逗三へ第 坂北ヲ川

透砂タ々般雨キー 弱方被沿

水岩リユ亀耕モ版 ュ山覆岸

性中垣と裂坑ノ参 シ地シ山附

ヲニ今落 J、問ナ懸 アノ北近

帯生最ス最ユク 透崩 J、ニ

アセ長 JV 初位亦 水壊念布

此シノト幅ス口 性ニ傾街

砂モ亀共 O JV 碑 ヲョ耕シ

岩ノ裂エ六小ノ 有リ地磯

ノナ J、附タ~渓惇 シアヨ及

下 P 北垣長流ァ 今成ソ砂

二該西約サノ JV 回生南ョ
四

ニ砂方千北東モ ノセハリ

十岩ニ六々側ノ 地ラ緩成
米 J、二百西ナナ 災 ν 傾ノレ

ニ石百平ユ Fレシ ヲタ奈：l
黒英七方十回今 惹ノV 地

｜雲及十米敷地図 起毛ノ
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裂 J、米七詳石附ヲ部と西約亀母

ヲ地宇十ナ茨近以四落方 O裂片
新質ナ六ラ採ニア五シュー医岩

タ構リ度ス掘及と米落三米域及

ユ造止G乃 ti跡ヒ落と差十長ノ紘
生上断至ーア其セ落二五サ北色

成比居七坑ソノノV シ米米約西片・

シ較 J、十道巡閉そタアヲ二方岩

タ的採八引回ニノ 9 9 距十約ア

yレ薄茨度立嘗四ナ英語アー－ 9 

モ弱ノユ附時個リ亀者北米百ア

ノナ結傾遅該ノ該裂 J、五ノ米郡

ナ JV 果斜ュ箇水亀面厚度二鈴道

JV 箇生セノ、庭溜裂ニサ東僚木路

へ慮シ JV 南 J、 y J、生 O ニノ信傍 ！
シナタ正北防ア命シー走 亀 次ニ

六 JV JV 断乃火生北タ米 v 裂郎懸

月ヲモ層至ノシ方 JV ノ 9 7 宅暁
一以ノア北魚タニ僚表前生ノヲ

日アニリニメ 9 二線士者シ東ナ
ニ地非ア十密此百ニヲ J、夕方ジ

至災サ茨八閉亀五ョ以 柔 9 約ア

9 ユ JV 層度セ裂トレア軟一八露
ア際コ ヲ 東ラノ飴 J、覆組 J、十 J、

速三／ト切ニ ν 下米南 J、粒北米 JV

藤先明断走 タ 六延方 JV ノニノ遁

寅ツカスリノレ十長ニ、砂十水エ

千此ナ其西ヲ米シ六砂岩度田 ア

代ノレ落方以ニア十岩中東附四

宅断ト 差 乃ア第遼度中ニニ園月

ノ層モ四至坑三藤ノニ生走 II 廿

西附断米北内斜隼傾生シソ附七

方近層乃西ノ坑之綿シ其ー近日

｜廿ニ附至方般道助角其西 J、 三 前

｜九亀近四ニ況ノ宅度西部其幅記



ア 千 JV 地家百 シ 災角 v 郡今東米

二五 ＝宝 ／、 附五 プ 接度 リ セ 主主方 ノ

保百 ト 傾近十此生 ヲ 其 JV 藤百水
ノ 卒 質斜 ノ 米 亀以以土J二亀寅二 田

断方 － ー 念地 ノ 裂前 ア 落裂千十附
層米 八 ナ 盤匝 ト 既南 ノ ア t~ 米 国
毒事 ノ 十 JV ノ、 域 前 ーー 方 方 リ 宅 ノ III 

附匝 僚 ヲ キ且 ，＞、 言日 存 ーー 向 其 ノ ;k 附

近域 米以露表 II 在移 ノ、 東西買 近、、，〆
ーー ，，、 一日 プ ーー !Ji ノ Jξ 動 亀側方附 ーー
新五 及下 シ 部亀 J、、 セ 裂と二 l司 ーl寸判ト－

タ 米 ヒ 昔日 プ 落裂 キ JV 面落十 n： 北
ーー 飴 第岩且 ）＼ 3、 モ モ ーー シ 米 附 一
二隆 三府角 家 ノ ノ ノ 生 タ ーー 近長、、d〆
1~ 起 来日 J、 稜 間 ト 、 セ Jv 北 サ

／ ミJ 砂上 ーー 共 ーー 想知 JV 結十東九

｜亀タ 岩部富 ーー 介像 シ 保果度西米
裂ヲ 層 ノ メ 徐在 セ 市線亀乃 ーー ノ

ヲ 銃 ヲ 麿 JV 々 ス フ モ ーー 裂至長二

生 ーー 麿 力角 ーー ノレ JV 此 ヨ 一由 一 司サ f康一
シ 四 ジ ーー ~~ 南市 、 亀 yν 泊十十 ノ

±-1!! 月 建堪岩方北 断裂 一日 ヒ 度 一亀
盤廿 ーー ，、、 々 ーー 約 層 J、 初 二西米裂
弛七 鈴 .A f吋と 一 ト f也 メ f回 － ー ノ ヲ一
i緩 日 木人 ヨ 落百 Ill各韓三 ノ 走 亀生
ノ 及 信家 リ シ 五一構十水 リ 裂 シ

｜ 徴ム 衣 ト 成 タ 十 致遺度溜北 ヲ 同l ノ、

ヲ 月 良15 ；！~ ソ JV 米 セ 上次 リ 東生十
弓三 - 宅 人 東 方

_._ 
ー 二E JV ヨ ーー ヲ シ ノ、
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.A 日 附南家 ノ 西 モ リ 六形 ーー タ 日
ヤ ノ 近方 ノ ナ 約 ノ 推十成八 リ [j:ij 

六雨 面 ーー 4t リ 百 、 Jえ 度 三宅 十 氏
月 度 積と方殊米 京日 JV ノ yレ Bt 云宅
廿 ーー 約 iiト ノ ーー 乃 ク ーー 一日 7 ノ

七於 一 二λ ill 人 ~早，.： ーー 地斜・至傾現南一
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北区被アニク時長ヲ建十傾七日

東域害前向九ユサ戚ニ五斜十ユ｜

ユニ地詑ヒ月家各ジ其日面二至

八限 J、二アガ十屋十次南鈴ニ米リ

百ラ関候数日ノ五ア側木亙ノア

米 v 伽ノ増大傾米井附信 9 亀遠
ノ第井主段雨斜乃水園衣三裂藤

匝三歳亀ヲュス至金 VII郎透ヲ延

域斜南裂ナ際 JV 六ク附宅亀生蹴

ユ坑側ニジジモ十澗近附裂シ宅

シ々ノ泊ア遠ノ米潟三園ヲ其ヨ

ア口緩ヒと藤多ノス落 VI以南ソ
其ョ念ア落隼ク四 JV ノ附ア側北

北ソ雨ーシ之殊五＝徴近園ノ西

西西傾日同助＝僚至候プマ部方

部北斜約時裏同ノレヲ井 ν 分五

ナ西地五ニ手氏亀 P 不水タと十
JV ニニ米各附所裂十セ澗 JV 落五

急；井ジノ庭園有ア四 9 渇匝ノ米
傾田ア逮ノ IX ノ生日同シ域徴ア

斜木主度亀附厩シ遠七九ノ、ァ距

地川トヲ裂近ノ増藤日月徐 Y F〆

沿シ以ノ、亀如段寅ニ一々タ畑

九岸アア幅裂キ放千至日ニ 9 地
月ュ角と盆ノ J、ニ代 9 同南ト附

三沿閃落旗南西西宅表宅方云園
十ヒ岩ス大側方方附山東ニア V

日西々ノレシ部ニニ道部方と斯附

ノ北局ニ十 J、二とニ落ノ落ク近

大西及至月南米落北ノ亀シシニ

雨ニ第レ五方飴セ西家裂其ア束

ニ八三リ日緩傾ソノ屋盆結緩西

際百組 ニ傾殺之方ハ i庭果念ニ
シ米層 至 ~ヰシト向動大八ノ長
緩北ノ リ地タ同ニ搭シ月雨サ

一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一 一 一 一 一
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是 表魚下ノ百堤東ア培培ナ此傾

レ山メ約水五深方二段段 JV 陥斜

該部密九溜十サェ箇ヲヲ矩落地
岩落閉十ソ米 J、延庭ナ以形地ニ

屑ノシ米ヲノ側長ニシアヲノ、於

ノ西調ニ形亀壁シ水ア陥ナ賞ケ

風方査第成裂崩ア溜陥落シニ JV

化ナスニシア壊四ヲ落セ其長既

ミ／ JV JV 斜水リジ f康生シリノ謹成
ア小コ坑謹ーアノセ落 Ji北約ノ
土渓ト道ニ二不亀リ差落西図鑑

扶流能ノ沿米明裂盾八差ノ百裂
ト附 J、左ヒノナト落米貫長米ュ

ナ迩サーア落 yν ナ地内ニ法去を沿

ソュリ坑水差毛 9 ノ外十ノ、謹ヒ

上幅ジ道田ヲ~ i-側ナ米南約ア
部ニノ、及ノ以米長壁 9 乃東三と
ノ十遺左ーア以ずる J、£至方十落

亀米城三部鈎上六角底五ュ米ヲ

裂乃ト坑傾朕ア十閃部十六万始

費至ス道奈｝ユえ米岩 J、米十至メ

生ニ JV ノシ南又乃々幅ユ度二弦

ユ十所採ア方東至屑四及乃百ニ

｛宇米ナ掘水ュ部二ナ十ア至米一

ヒノ 9 跡混とユ百リ米其八ヲ大｜
水間 在セ落ノ、八ギ内南十以陥

ヲ角 JV JV シ南十陥外東度ア落

合閃 モア其北米落長側ノ劃地

岩 嘗リ南ニ隔地サ J、念セア

ア々 時此端走 O北約一傾ラ生
泥崎 坑水ニ JV 五議四増斜 JV セ

吠崩 内溜近長米ノ百段ヲ、 9
ト壊 防リクサ乃亀米乃ナ不 mi
ナセ 火ノ 二 約至裂＝至シ規シ

リ .'l, ノ直個二一 J、シ五一則ア

入



六六畳宅 カ ノ A’ 、 ア ホ傾
畝反 フ 一回 崩東奈：｝
畝．武四地 ス棟 ノ 壊西 ーー
九拾畝反 是倒地 ノ ーー 沿
九六 等壊災 虞延 ヒ

歩歩歩別箕被 長ノ 一目 ナ ア

輸害！長伴（二）シ 約流

萱七 京八 田村地 ア ヒ ト 九下
反反 反反 大 ノ yν 表被 セ十 セ
武六 五八 字反カ山 ス 米 、ン
畝畝

拾畝京畝反 大別潟部害 ノ モ或拾
拾四 九拾 利 J、メ落 亀 ノ

八歩 歩九 別字左取所 裂ナ
歩 歩 表井ノ 壊在 ア リ

査畠 4 八畑周知 シ ノ ヲ 向ノ、 山木
タ 家 該表反反 主／

:n~ 九畝反 被 JV 屋 亀山
畝畝 或反害 モ 十 裂陥
或拾九畝． 地 ノ 七 J、落
拾京
九歩歩歩別調 三棟 今地

九

歩 棟計 後 ノ
1L ア歪き 蹟北

五回町山
ヲ 部 大方反八

畝五反林 其傾 シ約

拾畝四 他殺 殊七
八 -L.. 畝反 田 シ ニ八
ハ拾

畑其 降十歩歩九別
歩 山結 雨米

林呆 又 ノ

遼馬遼遠遠被 等倒 J、念

藤藤藤害
ノ 壊 降傾

藤目 損 シ 雲耕
地 害タ 後地

喜子寅隼延主
之千之 亦 JV ーー ーー

作松代助晴名 砂モ 於略｜



一

、

宅

地

反

別

合

計

参

反

武

畝

拾

四

歩

て

田

反

別

合

計

或

町

安

反

五

畝

一

或

拾

歩

一

、

畑

反

別

合

計

萱

町

九

反

五

畝

拾

九

歩

一

、

山

林

原

野

反

別

合

計

拾

五

町

萱

反

萱

畝

或

拾

六

歩

一

、

墓

地

反

別

拾

八

歩

線

反

別

会

計

拾

九

町

五

反

六

畝

七

歩

三

友

坑

内

ノ

朕

態

及

湧

水

量

附

降

雪

雨

量

本
地
域
ノ
石
炭
業
ハ
大
日
本
茨
鍍
株
式
命
日
枇
平
鍍
業
所
ノ
経
替
ニ
係
リ
／
現
時
石
茨

ρ

第
二
、
第

参 頁；

畝 畝

l 歩 J 歩

_,_ 
ノ、 五

畝

武

拾

歩

畝．

l 歩 l

五

反

或

拾

九

歩

京

反

四

畝

歩

一O

京

反

参

畝

七

歩

遠

藤

春

之

助

萱

町

五

畝

或

拾

五

歩

金

吉

五

反

五

畝

六

歩

萱

反

歩

刊
誌
町
五
反
或
畝
五
歩

参

反

歩

箕

輪

村

有

地

渡

謹

伊

織

鈴大片

木榊寄

浦

信
次
郎



槽第ナ乃 7 十レ第庭弛掘ーニニ
ニニソ至採六 9 ニア緩跡、坑開雨
集綿坑北炭度本斜ソシノ、道坑斜

メ坑道二セノ斜坑 殊防乃シ坑

ラトノ、十ラ傾坑ノ、 ニ火至北ニ

レ本一八 JV 糾 J、表 科ノ左四ヨ

第地般皮其ヲ井山 坑潟五十リ

ニ域ニ東採以団地 道メ坑皮ア

斜ノ第傾掘ア木災 ニ密道東採

坑東二斜跡掘川地 於閉及ニ掘

々方斜北川下沿ニ アセ右向セ

内ナ坑西防シ岸最 J、ラ坑ヒラ

水ノV ニ七火本ニモ t 東 ν 道約ノV

J、第於十ノ層露接 i側調等十話
単一ヶ六潟ニ出近 J、査ニ二二

調斜. JV 皮メ曾セセ 異スヨ度税

ニ坑カ乃密シ JV JV 肢 JV ！｝ ノ坑

排ト却至閉斜上モ ヲコア傾ノ、

水 J、キ七セ坑層ノ 認、ト之斜井

セ坑異十ソ道茨ニ メ能ヲア田

ラ内航八左及ノシ サノ、採以木

ペニヲ皮ー左下ア レサ掘ア川

大於認ニ坑一方大 ト 9 セ掘沿
正アメシ道坑ョ正 毛シリ下岸

九連スアニ道リ八 回モ巡シニ

年絡 落正乃北年 側坑岡本露

ーシ 差断至二ー ノ、道官府／Jj

月坑 J、府左十月 著 J、時決ス

ヨ内 四ア三四廿 シー左ユ JV

Y 水 米ソ坑度目 ク般右曾上

同 J、 乃其道東ノ 弛ニ各シ層

年間 五走等ニ閲 緩稿坑斜炭

十一 四向ニ向坑 シ其道坑ノ

二溜 五市ヨヒニ タ岩ノ道下

｜月水 米北 Y 約係 JV 盤採左方



一
備｜十十十九八七 六五凶三二 一 至

考 I-・ - JV 

J1 Jl 月月刀月 ｝］ Jl 月 nJJ 月 事ド

~I· 第 酌レII都 7j(
同 不 - ~ifoi山首性

坑て 切四五九三七一＝入入ナ一 雨日依ニ民ノ 量
内第 一 一 及
ノ二 百第 採
排雨一一一一一一 一 一 一一一一排二 茨

入六七九 λ 入七九入五七六 ~~
4・ ~：・f 、、、、、、、、、、、、OJ I時第旦
小判。三二五 三 O 四 0 - 0 0 一 旦

ノ、坑 0 0 0 四 0 0 入 O 入 O 0 J~＿ 旦 ニ
宅内 排！：！ 左
イノ一 一 一 一一一一一 水坑ノ
HI::δ 杢δ二二二 δ二 δ九九九 内，，
ン 1介七ハ四六一一三四六 O 五入 ：11:.: ！／.日

tーチ「 7j( l'.~ ITTt Im, Q 11!t .1i Jー~ Rー：＿ミi ミ－ モ一一 ニ一ミ 王ーと ~兎k シ

ク
計 四一五入入七三九一九ニ ニ え
四三七 六入五 九 一 五六九 O j立

オーー 二一大入 四 二 大六大 O 二 三
シ問 採第

ー可 沢思H 一－－ 
ン イ ミミ二不ー二ニミミ 7ミ Eミミ l1!l_ ~＇ )11：斜
トンヨi 手』~六 入入－ 五－一ーL 五七』4 四五 面4白3坑
七ハ 一切四 二 二ハ 入一七入

ン チ ー豆七 左一一 五 ー七一五一二： さ九人 O －一一一

ボシ 百｜第

ンン一一一一一 一 一 一 一 排
ププ 五五 fr. 入入 大 五五 O 入入入叫＇ i~ 
二 三 δ三 δδσ σσδδδδ 問斜
- v 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0合一一 剖斗L 
依ス

JV ト 排内

一 一 一 水
ボ δ入二九 δ七六六 O 入入入危湧 IIニ
ン 一九四凶 O 入二七入九三九
JC〔5Jぐぱ入J 三 δII!； δ 二五 ニ ~ 1 *

三 一 0 三 O 入六 0 0 0 入二入 ＿！ I琵；
ェ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 I 

依 採第
リ ＝＝一不 一一一一一一一 次 t抗一l 、、、、、、 世
第一 一七 七入三九九入入元 （
三四凶 七七六人二三五入 ぎ

一 九大 o llJJ 五 一 七 一 七四 O 一



陥
落

生
ス
本

邦

生

スヨ
η
ノ
ア
生
ス

U
Y

地
災
等
ナ
リ
ノ
ト

四

地

災

ノ

原

悶

y
地
災

ρ

之
ヲ
原
因
ヨ
リ
ノ
ア
区
別
ス

Y

、
（
）
地
震
ヨ

η
ノ
ア
生
ス

Y

地
災
、
（三）
山
崩
ニ
ヨ

y
ア
生
ス

Y

地
災
、
（
四
）地
殻
徐
々
ノ
特
使
動

ス
、
本
地
域
今
回
ノ
地
災
川
地
震
原
因
セ
サ

Y

ト
明
カ
ナ
リ
、
又
石

=t 

Y
地
災
、
（
二
）

ヨ
リ
ア

一 一
降降雨｜碍i

雲 I I 
写旧安 ｜類 月

WI I I 
最北数 V次！

n月

n月

刊
明
一

五一

八
0
・
一一一ごニ
・0
一

1
7
一尺
一一
寸一

究 I r.1 

｜ 一白＿＿＿'!cc一一｜」

士二 ｜ 

I g六 J_ ri 

- I五
プミ ｜ 

｜三穴 ｜月

Cコ
JI. I n 

｜ 毛六 ｜一二：

一｜七

ペヰ I 日
｜ 毛ー｜ μ ！

一｜八

一不！日
｜み明 I,, 

九

- I十
l¥. I 

1去三IH 
l十

i ~ ~－ I ; 
－十

七
0
・九

右

坑

内

水

ノ

リ

ノ
湧
出
セ

Y

モ

Y

へ
シ
ト
雌
モ
其
大
部
分
川
地
下
ノ

窓
際
、
細
孔
ア
通
シ
ア
雨
水
ノ
坑
内
ニ
浸
入
シ
タ

Y

モ
ノ
ナ

Y

へ
で
本
表
ニ
依
レ
川
坑
内
水
ρ

四
月
以
後
急
激
ニ
増
加
セ

η
ノ
、
蓋
シ
地
災
殺
生
ト
共
ニ
新
タ
ニ
生
セ

Y

数
多
ノ
空
際
、
細
孔
ア
通

シ
地
下
水
ノ
坑
内
ェ
浸
入
シ
タ
ル
ユ
ヨ

Y

モ
ノ
ナ

Y

ヘ
シ

緬
島
牒
磐
城
中
皐
校
（
卒
町
）
ア
測
定
セ
シ
大
正
九
年
累
月
ノ
降
雪
雨
量
ア
示
セ

一
部
川
地
下
深
蕗
ヨ

ノ

ア

ρ

左

ノ

如

ジ



｜耕ア流第同壊壊本タクア防ニ友

西ソニニ質セシ地 Jレ増 J、火基岩

方一及組ノリ易域ニ加地ノ因ノ

叉ノ、ヒ居続而クノヨセ災潟ス如

ノ、第其ヲ色シ現基 JV JV ニメ JV キ

北ニ上被片アユ盤ナ J、闘密モ水

西科部謹岩第第ア JV 地係跨lノニ
方坑ノ、スヨ二一構へ災アセト溶

ニ左毎 w ＇｝ 第第成シニリラ認、解

七一畑角成二ニシ随伴ト V ムシ

十坑セ閃レ雨．雨井アヒ認、共 JV 易

｜七道 9 岩 JV 奈i斜田坑新ム朕コク
！皮ヲ表々モ坑坑木道タへ出トシ

内通山屑ノ問問川トニキア能ア

外越部 J、ナニニノ地生崩詳 J、地

落ス落表 JV 於於 j毘災セ壊ニス中
差ノν 附 U1 へケア舵トシ又ス只ニ
四毛近綾シ JV 本ニノ宰 ρ JV 地~

米ノニ念 重量岩露間際亀コ災 j同
乃ニノ、雨 裂中出ニ又裂ト地ヲ

至シ地｛頃 初ヲス闘のアア一生

四 7 災斜 殺掘 ；v 係細存得部ス

五走接面 安~進紘ア孔セサノ JV
米向生ノ 附セ色ソヨスリ下カ

ナ南以抵 岡 JV 片ト y 又シ底知

リ北前界 I 排岩認地四モニキ

一乃ョ附 附水 J、ム下月検於岩

J、至リ近 近坑著 JV 水以シケ層

第北存ョ γ 道シヲノ後得ノV ナ
ニ二在ソ 下ノク得坑坑タ石キ

斜十ス行 底如蒜ス内内 JV 炭ヲ

坑八 JV 人 モキ；［閑 ニ水範採以

本度障rr 津 亦坑シ 浸ノ偉i掘 7
Hft 束居ノ 之内ア 入著ニ跡、 l省

炭傾二上 ト jJ)J 崩 ジシ於 J、落

凶



ノ 是伐 君hi主l L〆 角 以地区盤 JV JV 閥

地 ーー 一由 木 品目 閃 プ 盤域 ノ ，、、 走係伶
被由委 密 伽岩識と J、 ].._ シ 向 ヨ 木
物ア セ 生 井々裂？荘地落：是北 リ

ーー 之 リ ジ 漁府と ヲ 災 ヲ 等十二次
-;;_・ ニ ヲ タ 薬 ノ 落動接誘断皮十店15

シ ￥iJl JV 11rli 堆或機生接府乃二宅
ク JV モ 堂積 J、 ト 以 三J 附至三 ノ

異 ーー ノ 町、I ヨ l盗 シ 前 タ 近二米北
常本 、 近 Y 起ア fiJ! JV ノ、 十 ノ 西
ノ I也 主日 ノ 成 l臼北館 モ 地度落方
！年域 キ 森 L〆 f支方構 ノ 関西差 ナ
｜雲 J、 モ 林 Jレ Fミ－～ず·~~ー~ ノ 去泣とki ナ 構傾 ヲ ノv

｜雨地
;gi ヨ 合、 ノ 大上ノV 造奈i有本

之質 時 ') 傾務 F白 ノ J、、 J二 北 .A 圧f
レ緋 ，；・、 推 斜動落弱 ク ノ 耳ミ JV 炭

ーー ま誌Lと! 存主 ~ヨ~ミ< 地 ヲ ヲ 慮其弱方 コ ノ

ram 部 {tri 二λ 〆3・、 勃誘 他底 ーー ト 露
係弱 奈：｝ JV 里夜起 シブミ ナ 八． ヲ 顕
シ ー－ l百 一 人 セ シ プ F白 ノV 十認 ト

以 シ ノ、 其 ノ シ其存落 ヲ 度 1.. ノ

プ プ 田 日目 一E一－ ’ メ 側在地以 ナ ，、、 ｜珂
今加 1:/ll 墾 ーー タ ！堅 ミノ ノ プ ，.〆 ジ ーー
回 フ ト 以接 JV .＞、 タ 北 地鎚此正E
ノ JV ナ 前 JV そ 東 JV 壁下裂断 リ

地 ーー ') ーー ーー ノ 西 モ 及水附居 プ

災関 念 於二 、 百T ノ 其 ノ 近 J、 ±ili 

五
ヲ 懇 {tr! プ 百如 ノ ナ 東；邑 ヲ 地層
生 セ 奈｝ J，、 年 ジ三 JV 方路 ；邑災 ノ
二え フ 面 松 以 面 J、、 ーー ト ；邑 ノ JH 
ノv し〆 ~，、 杉前 ーー ク ；延 ナ 三九 結 向
ーー 森 生住 檎開 波偶 フヲ JV 果 及

至林 木 棒墾 及前ノν 従 モ 現傾
') 譲住 ノ 生τ~ζ・ セ ジ詑亀 プ ノ v 奈：I・
シ木 前L ノ フ プ ノ 歪~ ±也 ナ タ ノ



一 ヲ ーー
ヨ 生於

リ ジ ケ

プ 其 JV 

連 1J_J:j 地

申告 ブJ 災
セ 一 号妻
ブ 市生
ν 北 ノ

タ ーー 経

リ 走過
升這11'1 f、, 3ν ヲ

裂 5血辿
＼： 裂 JV 

＿，、 11 ーー

鈎及先
形 Ill ツ

ヲ ヲ 干やノ9ピ' 

呈生傾

シ シ 奈l
プ 二火 I也
話、 プ ノ

f!Jf 中

ま：｝及央

封）！. Ill ｝ー． 

ノ ＿，、 ill各

束其北

方北 々

ーー )i~品西

自主 一 － ー
北於走

々 プ JV 

西 組亀

一 主J三、q 亙づ、日、
I 

ニ急；盤 ヨ 二奈｜一以

｛頃 d，、 局 リ 絞 ー上
地奈：l，角 部成絞 寸日 地言巴

災 地 閃 的 リ 傾 リ 災載
d，、 J、 石,.., ーー 決斜 地 セ

大 角 及 多 府地 J、 JV 

正 閃総 少 ヲ J，、 蹴鹿

九岩色 ノ j央角 明II ヲ

年 々 片 差： 有閃 井総

一 Ji'} 左・w-一 異． シ pι~｝ 結i；括
月 ヨ － ー ア 炭 々 ノ ス

ヰa リ シ JV 1昔！首 南 v 

句 成 プ モ 附及 傾 J、

ーー リ 角 蹴近第 斜左

始其 tXJ シ 一 一 面 ノ一
ーヨF う長 !t王I プ ... ・、 来巴 ノ 京日

リ mi J、 北頁 層 一 シ

ート ... ，、 堅 々 1,t王， ヨ 在日

月 且l*Ji (l§' ヲ リ ヲ

下 イ七 ナ ーー 故成 占

句 シ ν 走 イI JV メ

ーー プ ト リ そ第 ;:Jt 
至キl~ モ 北層三 北

リ 土 総東 向 来巳

一服色 方 J立居 ... ・、

日寺 月－ ーー 傾 J、 ftri 
古手 ナ 岩十余：｝主 斜

止 リ ノ、 度 J、 ト fr{・ム． 

セ 立（i概 内 1；~ シ ーー

リ JV J才、 外盤 プ シ

而 l）次軟 一宇 ノ 砂 プ

シ 言込 語感 傾凹岩 市．

プ ナ ト 斜凸及 さド
其 リ ナ Jミ、 一 箆 J、

ltYJ ヲ 基 ヨ 石Ur 傾

モ

ノ

一日
ジ

プ

結即
＝干

一t、h，主・地
殻
徐

k 

ノ

鑓

動

一戸
起

因
~~ 

JV ,,, 
崩

ーー

タ卜

ナ

フ

サ

ノν
，、、

シ

」一‘，，、



ーー 造五 ミノ Ill 叉念 四 落と東 方 月 長
沿 ヨ ト 大 角 ナ 等 動西 ナ 下 セ
ヒ リ 地 セ 陥 閃 】V t也 ノ セ 南 JV 句 /V 

地 推災 3え 落岩 筒 災惨 リ ノ aノ；；ρ． ノ ニf;

盤 考 J、 特 f也 々庭 ノ 害其 三傾 大其
ヲ ス 一 ーー ノ NJ 一 －・、 最 ヲ 結面 斜－ 雨 鞍
J-. JV 月 注 北 ノ 不 モ 勃 果 ーー 地 ーー 生
落 ーー ノ 意 jj" 厚安 著殺念 波 ーー r.~守’見; ノ
セ 本 降 Jミ ーー キ 定 大 セ 作E 及 丸H三 シ H一年
シ 地雲 4、、 略庭 ナ ナ シ 生：｝ ジ FミVー』z 議 日
メ 域 雨 キ 耳I J、 1ν JV メ 主也 重量 ノ 裂詳
タ .；，、 後 箇 E百 地 カ J、 タ ーー 裂 亀 IV ナ
JV フじ ニ 庭 ーー 下 魚念 ') ＿，.、 II 裂 ノ フ
モ 来 月 ナ 走 オぇ メ 傾 一 及 ヲ 南 Jえ
ノ 地 一 JV ノ 地 奈；｝ 大 III覆 飢リ 主主
ナ 質至 ト 亀 魚表 生也 F白 ノ フ 、、ーー・ 手ノJ-. 

JV 薄 ') 二ス 歪ミ メ 音I~ ーー 落 問 長 洛 I 
ヲ 易易 プ VI 岩 ノ ア t也 ノ ブミ ノ II 
以 ーー 始 d，、 質と ') ヲ 昔日 ナ 徴 III
プ ジ メ 今 柔落 プ 生 分 ノV ヲ 等
ノ寸入 プ プ 後軟 ーー 角 シ ＿，，、 重量 示
後 偶接 騒 ト 際 閃 緩 約裂 ヨ、 略
f古I 異生 大 ナ シ 芳王 傾 四 VI ト 同
地 'ip 至． セ ミ／ v 影 々 ~l 米 ヲ j長 時
援 ノ JV プ y 響 府 地 、ーJ-. 生 ーー =-
ノ 降 カ I也 ーー ス ノ ーー ？各 シ 亀 接
維i零 知 災 依 JV 厚 ノ、 シ 其裂生

七 続 雨 キ ヲ Fレ〆 ::r キ 数 f古I ~人;. I セ
三毛 之 モ 反 モ ト 昆 多 南 作夏 II ジ
ノv ーー 地 復 ノ 大 ナ ノ 方斜 III モ
::r 関形 ス ナ ナ ヲ 亀 ーー t也 IV ノ
ト ') 及 JV ヲ ノV

-k 、I 裂 八 ノ 及 ナ、
！径十！思ア ftJi f也 ノ 随 ーー v v フ

JV 奈：｝ 質 プ ヨ 粍i 起 S令 力 ノ ン
，、、 面構 ナ 表 ') 宗：｝ I＇白 米 J、 北 九



ーー UI ク 徴 ク． 著崩 ト ナ 従

手ナ モ ク プ

Jえ JV 如i且 人
JV ヲ f也 ':/ 力
ヲ 以 ト j留 ヲ

安 ア シ 池 以

会一 プ 澗 プ
ナ 日寺耕潟 此

ヲ ノ 作 ノ 援

古宇 ーー 良： 動
..7. 止堪 ナ ヲ

ヲ ブ キ 防

以 ，、、 ヲ 止

プ ジ 以 ..7.、

直然 プ JV 

－ ー v 被 :::i 

'Y: ト 害 ト
コに モ 田 不
，、、 ヨロナ欠 地 可

カ 地 J、 官E
ブ 災一 ナ
コλ タ 昔日 ') 

向 JV 復 ト

暫 ヤ 奮 J主

時地 .A 幸
安殻 JV ーー

定徐 ::r 現 入
ヲ 々 ト 時

~ ノ ヲ ＿，.、

ア 経得地

複動 4、、 盤

奮 ーー ク ;!._. 

工 ヨ 少 落
事 JV ナ ノ



秋
田
勝
由
利
郡
石
津
村
産
白
土
ノ
性
質
及
成
因
ニ
就
テ



秋
田
螺
由
利
郡
石
控
仲
村
産
白
土
ノ
性
質
及
成
問
－
一
就
テ

日

ヨた

白
土
ノ

産

地

4
T
b
T
3
、

一J
ノ
干
主

山
U
4
E
，
 

fヨ

一
九
百

白
士

ノ
性

質
及

成
凶

：二

O
瓦

一



本 淵川報秋 秋ノν 輝 リ

安石成産 ユ支告田 国
山安 JV 地 散流第牒

県系岩山 附 在石八由

中岩 近 ス埠披利 由
白 ーー ノ、 ヲ 地 JI[ ニ郡 白 手。
士不紫 右耳 沿詑石土 郡
ノ 規蘇 成質 岸戴樫 ノ 石性則輝 二え ノ セ村産

質 ノ 石 JV 大 リ 大地 i宰
及 l慌安 地 築本宇 村
成肢山 質 部産築

産白因 ヲ 友t』FI J、 落地内
成ニ 輝 ヨ ，，、 ーー

土シ JR5 石 ヲ 本白

プ シ 安 北荘土 ノ

存白 II r 方町 ヲ a性
在土 正王 ナ ヨ 産 農 質
スノ、 一 】V ヲ Jえ R可

及成本 シ 日 横本 務
:'ici‘ プ 住 症白 技 因ノ 其 山街土 日市
経 他 ノ 道ニ 一
質 z ~H. ア 就

千 就セ ーー 近 Jfr ア プ
JV ｛宇 ニ南 J、

’ノ仁』：r、
白 フ 於 ニ工

九
、：￥：：：・ 保‘忽ヨE' ケ去業

妊ト 友 JV JV 原

稲 bι＇＼ 字 ニ料
；主f~ 三ヨL 及 小里用

JV ::U：ミ 日除鑓
ノf-_,、 塊 住ノ 物 助
解 左ιz王I 及 子調
セ ヨ 矢吉査



ナ 酸 ~~ ノ ヲ ~↓ 白 禁雲 ノ ノ JV 二ス 白

ν 化 ち鎖、Jー，、ノ 長士 ゴ二 却： ア 母ナ JV 

ノV 物 亡人J
物接 石 ノ 桂－ 質 ヲ ~f JV 一 d，、、v，，ー

ヲ ヲ
じイ
成イと 本 f七 E変 物之 ナ r、 多 白

以初 c-- う）、 シ -!tゴS ヲE奏1ム 閥 ーー ヲ fl/ シ ク 色
CJ」

、
プ コιヱp,,- プ ノ 成 高猿期 自 3主 ，，、 ヲc 
:Jt 珂： 日[(; シ 水 イと分 i凌 ｛七微 ：？！i- 世主 白 三仁E1 

合質 ココ プ 目安 皐 ヨ 士 シ ノ主ロ』l己’t d，、 前1 色 シ

有物
、問~、’dーー、’、／ 
存 化 分 様 又下 紫 rl'l' ノ 手j'j-..- ~~ζ 

セ ト 在物 析元 ノ 時 ーー 蘇ーは 高 手ii
パノ シ 司と セ ヨ *= 王I 物 ト 検輝質 ｜凌総

苦紫 :z..~ ..A、 ナ リ タ 質 シ Jミ 石物 士 :)¥:: 

土 蘇 フ 殊 リ 言十 JV 
」J

］え ァ－ ノレ 安 及 様件；

がド J、、 一 草月 算 紫 次蜘 ーー ir r つ1を『TI ノ ヲ
水石 ヨF 中ぜ与n芸r日 三ノ 蘇 生保 紫岩石 J防有
及 ノ、 物雲母 プ %!JI 石石蘇 ノ ノ 質 シ

五七 経 質 母：曹 亜石 英 一 輝強分 ヨ 之
i~変化 及達 友 ’ヨ一子ζ， 一 経石質 fgi予 リ カ
シ ナ 曹雲 長 Lll 越化 安 三／ 一・－ 成粉

ヲ プ リ達母：石岩 fと セ Lii タ 依 JV 元三

結水 存雲駒
〆戸、、
ノ セ切 ノレ 7日Pr JV ソ ilfl ノ、

ヒ 酸 在． 却： 庁長 三。三続L.X- ソ モ 1:j:1 モ -r チ 可

プ 化 Jξ d，、 石 4司ロ川 質 ノ ーー ノ 生 合 1fj_~ 

rt！古物 pν 複 ト 。；：十.. ヨ ア プ セ 水性
i伎 ト モ 盤 成 〉考 リ 政E ジ JIノ 禁 ー

石 ナ ノ ナ JV 
亡デ
フ 石 L1日B プ 衣 土

＂ヲ＇1¥・H
ト リ 、 JV ，、、 E」~ JV J左 ヲ 荒生桂 よ‘

「 、
シ 11、I 来日 ア ’＼－ 戸 ~ 、α、コ司J ーー ，，、 ナ 銭石 酸之
吏水 シ JI〆 モ ーー 其 草月 セ 強f1：英盤 ヲ

。
ーー ー~－ 故 カ ノi九i二 扇鋭 ''If:'. JV ヲ ヲ ノ ；調

草月 ご上 － ー 9 等 二1、 物 ほ奈：｝合合一微

1~ 桂 主ぷ＆主L 」イ1支Zミt・ ~・、 JV 成 質 長 有有種鏡
-f;J: 西支 等 l止各 モ 分 物石 Jζ 二九 ーー 下

質~＼！
，.、．、

ノ ~個 ノ タ 主E主1、 ，，、 JV 白 麗 ーー
物 7k 

同

々 ナ JV 7k 草月 モ 士 ..A 1金



政

際

般

化

チ
タ

ユ

V
ム

然

土

第
二
酸
化
銭

石

友

苛市
u

連

加

盟

ハ五
・

0
・八八
五
・一八

0

・六一
0

・五
一一

0

・一一
0

・三＝
町

痕
跡

A I J.戊

分
ハ
百
分
率
巾
）
一
八
月
子

B

一
c

一A

一B

六八・凶八一五了凶九一一
O
八・喜一一二四・

1

一

一－
一三
一
－
一o
一

l

ニニ
ニ二

一二
・凶七
一

一回会
合
ニ
了
六八

一・五
二
？
五
一
一ニ

1

一

1
1

0
・一一一一J
一
0

・五七一

0

・九
三一
0

・五七

ー

－
0
・三
一一

0
・
Ji
l

－－一一附
一
。
・四八
一

。
．五コ一
一

一一－o
o

l
－

－七
一ニ一

i
一

｜

0

・七七
0

・七七・九O

八五・八一・也O
一一
・八
一一
一

一・0
c I 上ヒ

_l_L_U_J」よ上1:_1:
Bl母 IVJ.~ 

下企
同ヌ
震雪 C>

fネ
IV ト~

言ト婁
jf(<i 
~· 0 

桜花
Jレ俊
ノ

分

子
•P,号
、..／

許4

0 

・－

6‘ 

（分
子
比
）

一
c

・九
円

｜会｜青

L __ i _ _l __ l_l __ Ll~t l_I : 
I g I I I ~ I ~ I母

（
分
子
比
）

一
C

I =t I ｜三｜望

ヨ

リ

分

解

ノ

進

タ

Y

合
水
築
士
桂
酸
盤
ヲ
高
陵
土
（
p
r
o
ω
5
0
b出
M
O
）ト

シ

残

除

ノ

砧

醍

ア

衣

一

生

石

英

ノ

畳

ト

ジ

ア

化

皐

成

分

ニ

就

キ

計

算

ス

Y

ト

キ

ハ

左

表

ノ

如

ク

ニ

ジ

ア

小

日

住

山

白

一

士
川
百
分
中
綿
雲
母
質
物
六
・
四

O
i
一
六
・
五
七
、
高
陵
士
五
七
・
七
九

｜

一
一
一
九
二
一
一
五
、
共
生
石
英
三

一

五
ム
ニ

九

l
四

二
・
四
七
ユ
ジ

ア

矢

淵

白

士

川

百

分

中

桁

雲

母

O

、高

陵

土
五
一
・
七
、
次
生

一

石

英

二

九

九

ナ

リ

（

分

析

川

本

所

分

析

係

ノ

分

析

合

）

一

備
考

A
及
B
？
小
日
住
産
白
十
一

C
ハ
日
佐
山
矢
淵
産
白
土



政「－下水加苛苛石第λ7「－，－：；－；；
計 二 1< I I計

酸ニ
イlニウ

酸 1 I m 蓬土友鍛土ム化政

れ孟1j:1~ ：

。 lA I ~初

笠 I I僚
の IBI石
ヨ王 I 1,..---

~；1~~~ 
丞 ｜陛i

思4
I uq 
｜会 I I i 

I I i 

｜｜ 

i I 
0
・五
円

一五・一
一司

I3 I~ LLL 
c If且

己II ~ 1・－｜｜ ｜ 
凶
0
・
一
円

0

・0有｜｜ 

I I I I I I I 
A
 

五
八
・九
八
一

I I I I 

~I I土
石 i一一一一一一一i

~1;1i~ 
｜｜ 

｜｜｜ ！｜｜｜！ 



珪

酸

酸

化

千
タ
ュ
ゥ
，
ム

発

土

第
‘
一
酸
化
銭

石

友

台

土
曹

達

I I I I 主｜美 IAI~
i I ~I B両長
~ ~ 1--;-i日 11室｜三 Iu 1~ 

I I i I I ! i I三I~
I I英

J I I I I I ~J B向
一一一一一一一一一一「－171-,.

l I I I i I ~ I c I型
ヨた高矧蛇曹絹

締｜計 2陵簾紋言雲
雲｜ 英土石石母母

I~ 重 2 ぇ l ~ I I B 
.~ 1－！：τi －~Tf1~1 I 
El 杢高~
,_,I 手陵 雲

｜ 美土 物母

酸

化

チ

タ

守

ム

勢

土

第
二
酸
化
銭

石

茨

苦

土

申

明

日

蓮

加

里

h
p
 

M
d

’’
 

計

一・也一
一
一・0
四

ヘノ・、

・
仁
一ノ I ~ I 

0

・一三一一
0

・一九
四
・
。
五

一・六

~ ~ I ~ I ハ－
一一

0
・四八

0
・二八
五・八九 一－一一一六

0

・0
一一

0
・二
五

0

・一

0・ 0 ' 
Fじ o I 

孟．」ιー
0

・一一一

A 

B 

0

・0
一
一・二九 lミl~ I 
c 

I i i i ! 



紫

蘇

輝

石

安

山

岩

ノ

白

土

強

化
ス

Y
原

因

ヲ

考

ブ

Y

－

一

第

次

作

用

ト

第

次

作

用

ヲ

推

考
ス

W

ヲ
得
ヘ
シ
、
第
一
次

ρ

紫

蘇

輝

石

安

山

岩

噴

出

後

石

英

粗

面

岩

ノ

遭

出

ニ

ヨ

リ

誘

導

セ
ラ
レ
タ

Y

水

熱

及

噴

気

作

用

ニ

ヨ

y
紫

蘇

輝

石

安

山

岩

ρ

穣
質
シ
ア
白
岩
ト
ナ
リ
ノ
同
時
－
一

黄

鍛

鍛

ヲ

白

岩

ニ

鍍

染

シ

且

白

岩

ノ

一

部

ニ

盤

石

及

燐

友

石

ヲ

合

有

ス

Y

石

英

ノ

網

航

細

脈

ヲ
貫
通
セ
リ
ノ
、
本
石
英
脈

ρ

曾
－
ア
小
日
佐
山
ノ
白
土
採
掘
場
ノ
一
部

ニ
現

出

セ

シ

毛

目

下

採

掘

ノ

結

果

之

ヲ

見

Y
能
川
ス
、
石
英
組
面
山
石
川
本
産
地
ノ
北
西
方

龍

馬

山

地

方

ニ

現

出

セ

ル

ト

本

産

地

ノ

東

方

鬼

倉

山

ユ

川

其

一

種

ナ

Y

粗

面

岩

質

流

紋

岩

現
出
ス
、
且
小
日
住
山
ニ
於
ケ

Y

奮

坑

ノ

捨

石

中

ニ

新

鮮

ナ

Y

石
英
粗
面
岩
ノ
岩
塊
ア
認
メ
シ
ヲ
以
－
ァ
、
本
山
石
川
同
坑
ノ
附
近
ニ
岩

脈

ヲ

成

ジ

ア

潜

在

セ

Y

毛

ノ

ナ

ラ

ン

、

而

シ

ア

水

熱

及

噴

気

作

用

ヲ

考

ヘ

シ

山

白

士

及

白

岩

ノ

現
出
状
態
ノ
稿
脈
肢
ア
ナ
シ
略
南
北
－
一
分
布

シ
屡

白

岩

中

ニ

鋤

簾

石

ノ

存

在

ス

Y

如

キ

叉

盤

石
ヲ

合

有

ス
w
y

石

英

紙

ノ

存

在
ス

Y

如
キ

山
車

風

化

作

用

依

リ

ア

生

成

セ

シ

モ

ノ

ト

考

計
水力H

車

i ~ I 
｜圭史｜

if 1 I 
｜堕
言｜ ｜

五 ｜｜
考 備

次高殿 蛇曹

2殴簾 紋主
英土石石fま

四－－－－ 

HV
P
E
V間合
同戸件
。
出
m
H。
日
P
C
C
命山岳
山凶
戸。
日
回
一周
回。

切。
円旬
。
ロ
包
回
。
∞
旨

z
o
g】
C
M
回
一回
も

N
GHω

－Z
AF。
m
v
O
臼

p
c。
駒
田
宮
O
H
回
ωC

同
m
ZL
戸HH
kr
r。
ω
悶
告
。
叫
悶
同
日。

印
。
口
。
出
品川

F
3

、。－
dp

ユNω
回。札



其 九銭 麗 質第 フ

分是鋸化物二 JV

解 レ／ ヲ セ ノ 次能

作 白 合 Y 大 ーー .；，、

用岩有 ナ 部 J、 サ
一宇 中 三主 ア 分地 JV

ヨ ーー JV 〉〆 ヲ 表 ヲ

リ 惨部又合 ヨ 以

白 入分一水 ヲ プ

土 セ ，；，、 方纂穆ナ
ヲ シ 現 ーー 土 入 9 

生水 ーー 於桂 セ

成 J、穆 7 E金 JV
セ 多 入 J、E軽水
シ 少 セ ヲ＇＂＇：： ーー J、

メ ノ ノV 矢 越 茨

ヅ 決水淵 イ七 酸
、 酸 ノ 一 シ ヲ
ア ヲ 作於 同伴

JV 合用 ケ 時 ヒ

ナ 有 ーー JV ーー 長

フ シ ヨ 試次年

ン 葉 リ 掘生月

銭 白坑 ノ ノ

鏡岩附石間

ーー J，、 近英白

二五

作 白 一 ヲ 耳払三f
用士現 扮 一甲
シ ーー 出 泌作

プ 餐 セ セ 用
硫化 JV シ シ

置を シ 白 メ プ
ヲ ツ 互μ三占f 白 京日

生 、 ノ 土雲
シ ア 黄 .:. 母



山
口
勝
防
府
町
多
々
良
山
附
近
地
質
調
査
報
文



山

口

勝

防

府

町

多

々

良

山

附

近

調

査

報

交

日

次

位

置

及

地

形

七
頁

也43
 

質

；
：
二
八
頁

臆
用
地
質

：
コ
一
二
頁

章

結

頁



生也 ユ 禿候匝北開 山〆’‘、
ーー 稀ノν 之ノ 域二査。 ニ ブミ
1笠 シ ア 守ノ l!f ノ 粁 IIA 従正 口
三毛 東 リ 多稜山 ア域 事 九 県系、
止と ナ ア 々 分稜 ソ ＿.）・、 シ年
一 JV 高良岐 J、 多位 タ 十 I~ 一
t1 [ ，，、 サ Llf ス東 々 置 リ 一 府一稜防海 ト 主｜三官Lf 良及技月

町ノ 府抜総園 ーー fl[ t也 ーー 布j
I苛 町百稿孤延 及形其旬 多
＿.），、 牟六 セ ノ ヒ 天 ノ
水雨量 十 リ Eド プ 制l 結 日 々

、、~

良
神村三 iii！：央 宇 f.[f 果問
i半境米立音J.＼国｜ ヲ ヲ fJJ 

tlJ ーー 界ナ ‘ン ノ、 孤 包 報口
シ ノリ 之最 ヲ 括 告牒 附
プ 山南 ヨ モ 書リ 二耳、 ス佐

近毛嶺方 ソ 高 シ JV 波
農

利 ーー ーー l'.fi ク 其 ,_,, 
君［.＼
n'6 士自1、J、 シ分凶海 凹 よ也 防
務

反－＇降E、F忌爵 ア岐方抜背！； ーー 府
技

止［＼ i卒J セ 一 ー 」 J、 シ 町
日市 調ノ 方 JV 低百首J プ 多
査7’ ニ二下二方 J堤 々

JV 緩山 ス十ニ 楕 良 報l、 安↓稜最五 I訂 国 I-ii 
交::7 シ ノ 回米 シ 形 & 

七
ロ 其中端内之 ヲ 其 居A、
十 山西 ニタト ヨ さ己 P甘
胸l ナ ノ、 ノ シ 近
J、 JV 天 見 ノ、 東 ノ
ニノ、面I~ 逃市 陸｛ 地
田舶 JIr 及方 一 質 勉一尻岩 ノ ブ三 一 A、H・、' 調
:q;: 山麓白 一 南 査一



ア透分シ花園地 神ノ出宇皆地

有明 J、中悶ニ域 ？畢下ス闇花域

シニ憐粒岩ノ、ヲ ノ流 JV 孤間中

柱シ友ノ J中構 下ニト山岩ノ
肢ア石岩ニ積成 底アコ稜ョ山

ニ亀褐石ノ、卒ス地ニノ、ロノ 9 頂

シ裂簾ナ黒地 JV 横貯少南成或

アニ石，，雲号聖地質坑水ナ部 JV J、

大富等其母逮質 ヲ池シノ、岩山

サミナ主花スノ、 穿ヲ湧ー塊腹

一多 P 成問 主 チ設水般ナニ

糎量石分岩 ト アケ ノ、 ニリ J、

ニノ英 J、及 シ 地濯豊樹 酒

達微ノ、石閃 ア 下 i既富木 垂

ス粒形英雲 花 水用ナ少 岩

JV 包不百花 筒 ヲニノV ナ 地

モ衰規分儲 岩 集供ニク 臓

／物則中岩 ニ 来セア岩 岩

アヲニ五ノ シ シララ石 ｛弗

リ合シ O ニ テ 之 JV サ裸岩

概メア歪種 幾 ヲ、 ν 出 動、

シリ大長類 多 導トトシ 砦

ア正サ石ア ノ キコモ北 舶

カ長五四リ 岩 アロ撲部 岩

yレ石粍 Q嘉 脈 家多問 J、 大

スハニ瀞雲 ニ 庭シ到樹 鼓

ノマ白達長母 賞 用毛 JV 木 岩

ツ 色シ石花 遁 ニ利ト繁 等

ドニ薄五悶 セ 供会コ茂 ノ
~ ， 、、，、〆

パ シ片黒岩 ラ セ爵ロシ 名
ペアニ雲 J、 レ リ家ニテ 勝

ノ樹テ母白 山 ニ疏岩 ア

' e旨 J、 if.色地 ア出石ソ

建光無面ヲ ノ ノ、シノ 之！
品樺色成呈 周 水其露 レ i

ニ
入



色半 基岩 リ 違 J、 （閑 リ 英シハニ

ノ 花 a性！振 本ス 黒五雲 長局六富

闇 同 ノ 岩薄
宅コJi、~ 、』，、〆 _,.... 石部角奈：j イむ 、

塊岩 ’埠 ーー 中 片 母 長 同 ヰ2 ーー 板微

散 J、 J!f ノ、 一 ーー 花石岩 一 維朕
~、、．， 

在 友 一正王 白 J、 プ J;l'ij - ＿，＞、 包泥 ノ JV 

コ入 白 ア 色 黒 J、 岩~黒 褒 石結 ト

本色 ヲ 乃 雲総 ー黒 ’E- セ ーー 品長－司． 一三五ζ

岩乃 至母色 於雲母 ブ 盤 ーー 石

ヲ 至 友 ヨ ヲ ケ 母：花 JV 化 シ 質

頴淡 白 リ 曇 JV ー」 向 褐 Jえ プ 構

微禍 色 成 シ Q 岩 簾 JV ナノ、、 1止旦

鏡 色 酸 JV 多 同 角 ヨ 石 ト サ 芽

下 ヲ e性 国色 - ~t] リ J、 コ 一－ シ一

ーー 主 ノ 塊性 ナ 石 モ 不 ロ 粍奈：i

検 宇
”ー、 ’7士じ・ 長シ 多 ア リ 五黒 ア ヲ

二え 主国 花 シ 燐リ 河話 色
杢 リ 越石

JV 草‘E’＇!I.. 崩 閃成 ヲ ナ 燐エ J、

ーー ーー !iヨ、f 友石分呈 JV 友 ス 長

花 シ 桂－ 石 J、 J、シ 短石薄柱

同 プ 長 風黒燐其 柱ノ、 片朕

岩 外 疋’1 信色友主 献 1Jjf, ーー ヨノ

質観
、
子 石成 色 呈，、．、 ノ ノ 7 

構 砂 グ 鎖長及分 小 透ノ、 シ

造岩 ’マ
ノ、 杭風 ノ、 日日日 明帯大

ヲ ノ タ 共結信石 ノ紘 サ

ニム凡

呈如 イ ーー 晶子英 シ 小褐一

フtじ， 
，－‘、

シ シ L- 鍍百 ブ 針色粍

b 主 而 石 金 シ ナ ノfJ、 大紋 ヲ 内
シ 火； ナ 7 中 サ結呈外

シ プ 脈 JV 長石三 、五品 シナ ｜

プ 諸 及 サ英五 粍 ュ多リ
』く

正慮 1J<. 結二及正 内 シ色黒

長 ーー 禄 品 粍長 長 外 ア性雲

石黒 色 ナ ニ石石 ナ 石著母

一



。

及
石
英
ヨ
リ
ノ
成

リ

少

量

ノ

斜

長

石

及

接

雲

母

ヲ

合

有
ス

舵
長
山
石
川
帯
紘
友
白
色
ノ
紋
官
ノ
石
基
中
ニ
長
石
及
黒

雲

母
ノ
小
結
品
散
軌
ス
、
本
法
ヲ
頴
徴

鏡
下
ニ
検
ス

y

一
石
基

ρ

微

肢

長

質

シ
ア
石
友
質
物
ノ
浸
潤
ス
Jレ

コ

ト

多

ク

其

中

ニ

直

径

一
粍
内
外

ノ
球
頼
散
在
ス
、
雌
品
川
大
サ

一
粍

以

下

糾

長

石

及

三

粍

以

下
ノ

黒

雲

母

シ

テ

共

ニ
其
量
多
カ
ラ
ス
、
其
他
長
サ

0
・一ニ

粍
内
外

ノ
黒
雲
母
ノ
針
肢
結
日
間
散
貼
ス

Y

モ

多

ク

ハ
維
泥

石

或

ρ

方

解

石

ニ

獲

化

ス

「ペ
グ
？
タ
イ
ト
」
川
石
英
友
白
色
或
山
紅
色
ノ
正
長
石
ヨ
リ
成
リ
文
象
構
造
ヲ
ロ
壬
シ
結
晶
ノ
大

サ
二
糎
内
外
ナ
リ
、
天
神
山
南
西
腹
ノ
「ペ
グ

マ
タ
イ
ト
」
ハ
長
石
、
石
英
、
黒
雲
母
ヨ

リ
成
リ
川
市
雲
母

ρ

直
径
一
糎
内
外
ノ
六
角
板
紙
ノ
結
晶
ヲ
ナ
ス
、
石
英
版

刀
無
色
半
透
明
ノ
石
英
ヨ
リ
ノ
成
リ
塊

肢

ナ

レ

ト

モ

脈

ノ

中

央

部

ニ

ρ

石

英

ノ

晶

篠

ヲ
ナ
ス

コ
ト
ア
リ

煙
車
山
石

ハ
「オ
ヂ
ナ
イ
ト
」

C
E巳
吉
及
「
ス
ペ

ツ
サ
タ
イ
ト
」

m
t
g治
一
三
宮

ノ
二
種
ア
リ
、
「
オ
ヂ
ナ
イ

ト」
ρ

友

紘

色

シ
－
ア
斑
肢
構
造
ヲ
口
舌
ジ
分
解
ス
レ／

山
紅
褐
色
ノ
土
竣
ニ
化
ス
、
斑
品
ハ
綿
長
石

輝
石
、
絹
布
石
ナ
リ
、
耕
長
石
川
大
サ
二
粍
内
外
－
一

シ
ア
前
日
友
長
石
附
近
ノ
モ

ノ

一
一層
h
J

、
緊
片
双

品
及
累
帯
構
造
－
一
富
ミ
分
解
甚
タ
シ
キ
二モ

ノ

川
殆
ト
全
部
方
解
石
ニ
盤
ス
、
輝
石
ハ
大
サ
二
粍

一一一一ー長二二＝一一一一一一一一 一一一一



十岩 シ ク Jえ 大 ノ 長＿； ト J、 ノ ーー 内！
四 服 斑構絹 サ 長石 r、、． ノ 訴方蓮外

！位 .），、 品 造布 一 柱 J、 ツ 比 木向 ス ノ

斑其 ヲ 石粍技 大 サ d，、 朕 ーー JV 長

疋J..lヨs「 ノ 石呈 J、 以結 サ タ 五斜排柱柱

服数 ;:J~ シ オ 下 品五 イ 卦長 列 肢朕

十甚 長 チ． ノ ーー ヰ主 ト 五 石 シ結結
」

万緑 中五 タ ノ石紘 ナ 柱 ジ － ー ，，、 品 品

ア 多 上t イ ！｜犬 ア 達友至泥 一 一
リ ク .），、 色 ト 結薄 シ紘六石総 シ シ i

」

プ 宇 五 角 一 日回目 片方色 野輝簾 7 ア

悉花 幸Je閃於 ーー ーー 解 ノ 四石石薄薄
ク 同 五石 ケ シ テ 石 組i ナ 磁粒片片
之岩 ナ ノ JV プ ，；，、 或；［f( リ 鍛散 － ー ーー
ヲ 及 リ ｛殻 カ 薄暗 J、 ~J王I 鍍 布ア プ

地桂 品知片掲 ソ ーー 等 ス J、 J、

質 長 磁 ク ーー 色 シ ノ蓋 帯淡

圃 ；｛＇王， 銭繊 プ ーー シ ア 微シ紘禍 ｜

ーー ！仮 鋸維 J、 シ 二工 ]',if 品 奈l黄色
言巴 四 粒 ノ 殆 プ JV 日白日 ヨ 方色 ヲ

入 一十 衣 集 多石 .），、 ') 珂［ ノ 呈
ヌ、 ｝＼ 生合型！t色 ーー 会ヰ 成石織 シ、
ノv .,--.,:: 石 ヨ 色性強長 !) ノ 維 ニ「

ヲ グ 英 ') 一， 日長 ス 石 披麓ノ 渉、 、
得 ーマ 等成 シ シ角 角 媒質集色

.A '.$/ ヨ ，~〆 プ 輝｜河 ！珂 基 セ合高

Jj ヨ「I イ ') 石縁石石石 ヲ シ ヨ 三J

｝既 庇 1t'i 遊e J、 ノ、 ま軍 JヲKモ 弓E 9 草月

ノ 」石1』，
リ ノ、 ノ、 透黒 石

，、、 ノ 成荷i

方 ！既 殆 ピ紘輝色 来日 スナ yν 石

向 及 ロ 泥石 ノ 布 斑 JV 繊ノ、

J，、 石 攻 タ 質質五石 日日目 へ維長

北 英 号長 ;¥- 物 一 ;j.'{ ブー ト シ J、サ

七 目辰 主主 ：ン ーー シ以 リ 石石長 ニ
チ

上奈：｝一 すー ッ イ七 ・ア 慕基軸粍 i一
， ‘ー－－圃



度

西

万

至

東

西

ノ

モ

ノ

最

モ

多

ク

延

長

川

長

短

種

々

ア

η
ノ
、
水
神
津
ノ
中
央
ヲ
約
束
西
ユ
走

y

桂

長

岩

版

月
最
モ
長
ク

シ
ア
千
八
百
米
以
上
、
毛
利
公
爵
邸
内
ヨ
ゾ
東

西

ェ

走

Y

煙

斑

岩

脈

ρ

延

長

千

五

百

米

ニ

達

ス

y
モ
「
ベ
グ

？
タ
イ
ト
」岩

脈

及

石

英

脈

ハ

二

十

米

ニ

達

ス

ル

コ
ト
稀
ナ
リ

岩

脈

ノ

幅

ハ

一
様
ナ
ラ
ス
、
概

uv

－7
酸
性
岩
服
申
一

ア
リ
ア

ρ

多

ク

二

米

乃

至

五

米

ナ

U
F

毛
天
紳

山
ノ
b
T

花

闘

岩

版

ρ

十

糎

乃

至

二

十

糎

ニ

達

ジ

前

記

ノ

桂

長

岩

脈

ノ

西

端

－

一

ア
リ
ア

ρ

幅

三

十
米
ニ
蓬
ス
、
盤
瑳
岩

ア
η
ノ
ア

ρ

十

米

乃

至

十

五

米

ノ

モ

ノ

多

キ

モ
北
方
ノ
僅
薩
山
石
川
幅
四

十
米
ア
リ
ノ
、
岩
服
ノ
傾
斜
ハ
多
ク

ハ

念

二

シ

タ

八

十

度

乃

至

九

十

度

ノ

角

度

ヲ

有

シ

大

白

禿

附

近

ノ

宇

花

商

岩

脈

川

約

五

度

ノ

角

度

ヲ

以

ア

南

方

ユ

傾

斜

ス

臆

用

地

質

脈

及
「ペ
グ

へ
シ
、
石
英

マ
タ
イ
ト
」
岩
脈
ハ
主
ト
シ
－
ア
石
英
及
長
石
ヨ
リ
ノ
成
u
y

ヲ
以
ア
硝
子
、
陶
磁
器
等
ノ
原
－
a

タ
イ
ト

一%
盃

地

域

ρ

殆

ト

全

部

花

闘

岩

ヨ

リ
ノ
構

成

セ

ラ

ν
其

新

鮮

ナ

U
Y

モ
ノ

川
建
築

石

材

タ

y

ト

シ

ア

使

用

セ

ラ

Y

へ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
地
域
内
ニ
ア

η
ノ
ア

A

石

英

服

及
一ペ
ダ
マ

ノ

ナ

キ

ヲ

以

ア

採

掘

ノ

債

値

ナ

カ

y

刀

克

ク

金

銀

鏡

へ
シ
、
又
石
英
脈
中
ニ

ノ

金

属

鏡

物

ア

合

有

ス

Y

コ

ト

ア

レ

ト

毛

地

域

内

ノ

石

英

脹

ニ

ア
リ
ノ
ア

円

分

析

ノ

結

果

qf軍
事
，
rt
F
t苧
也
骨
Amr

曲
1aJ．
，
J

－

!/ 
十
弘
;,. 



JV 臆道其 ナ 地 地域 脈 ーー
ーー 用接援 リ 域 ナ ノ ＿，，、 於
止材 シ 界 シ ＿，，、 ヲ 北殆 うF
’マ 料酸 .＞、 毛 主 ト 東 ト 司王

JV ーー a問： 不其 ト ノ 方其 是
，、、 ＿，，、 ノ 明 噴 ジ 結 醐大用 等
シ 特 毛 瞭 出 ア 係 平途 ノ
ーー ノ ナ ノ 黒章上 山 ナ 金
畢 J、 リ 際雲 鏡 一ー カ 属
ク 宇 ト 分母 匿 プ JV ヲ
，、、 花 ス 化花 ヲ 骨 d、、 検
ヨF 闘 花作 嗣 出 ア シ 出、
そ 岩闘 用 岩 願金 地 A 
ノ 桂岩 一 及 セ 銀域 JV 

ナ 長 噴 ヨ 閃 シ 鏡 J、 ＝， 
ク 友U-Jヨf 出 ヲ ヨτJ三;. モ ヲ 曾 ト

僅等ノア －イ4む4・ ノ 試 プ ナ
ーー 盟後分 同 ナ 掘嬢 ミJ、
花 1~t 酸離岩 JV セ 匡 依
同 性性 セ ヨ ，、、 シ ト 7 

31ヨg「 ノ 及 シ リ シ ::r シ 地
ノ モ 盤 毛 成 ト プ 域
石 ノ 基 ノ JV ア 出 内、

願材 ＿；・、 a性 ーー 耳臼正三 リ ノ

ト 健 ノ ジ 等 シ セ 石
ジ ま荏岩 プ ノ ーー フ 英
7 岩 3走 雨岩 ヨ

L’ 版
用 ノ a，、 岩石 リ 辛〆 及
ヒ 岩其 ノ、 d，、 本 コ ，、、． 
フ ！振裂漸元 1也 ト グ
ノV ト 総次 ト 域 ア ーマ

、 ナ ヲ ーー 同 J、リ タ

モ v 逼移ー 其蓋 イ
ノ ') シ 化岩 接 シ ト
ア 7 シ 疑 近地主号

‘司e



IMPERIAL GEOLOGICAL SURVEY OF JAPAN 
REPORT No. 88 

ーーーー一司ーー・唖ーーー一一ーー

J .. andslides at Minowamura in the Prefecture of Fukushima. 

By 

Ro KURδKIMURA, Geologisι 

The dis位icもlieson七hesouもhernslope of Akai-dake，乱bo.uも600

m. above the sea, and is bounded on抗18sou七hbyもheI阻gi-gawa.

The basemenもcomplex,consisting of amphiboli七e,green schis七and

mica schist, crops ouむmostlyalong the river. Dioriもe,probably 

intruding出eschis七s,is found also along凶eriver inもwo small 

areas. Overlying七heseunconformably the Ter七iaryoccupies a wide 

area in the souもhernhalf of出edi凶rict,where出eland is undula一

七ory. It is compo己edmainly of sandstone and conglomerate with 

shale and cJal seams, and has a maximum色hicknessof 150 m.. 

The strike is generally N.N.W. and七hedip E.N.E. 10。，出ougb

bo七hvary in differen七places. Amphiboliむedetritus of from 3 m. to 

50 m. in thickness occupies出esteep northern half of出edistrict 

and covers色heTertiary sandstone unconformably. On or near七he

surface, i七weather白色oa clayey ma七eri乱lor soil. 

N urnerous fissures accompanied by landslides developed con -

七inuouslyfrom七hebeginning七o色heend of March, 1920, and caused 

the destrucむionof houses andもhedevastration of cul七ivatedland. 

They are now conspicuous inもhenorthern half, where色heland i邑

rather白色eepand consisお ofloose destritus, 出oughwe may observ＇、

numerous fissures, cracks and crevices inもhemore gently sloping 



会

呂OU七hernhalf, consis七ingof出eTertiary for皿叫ions. The writer 

inclines to抗rnopinion that出eland disa同erwas caused by some 

hidden fissures, and accelerated byもheheavy rain乱ndsnow falls of 

February. 

Prpoerties and Genesis of the White Earth in Ishikawa-mura 

in the Prefecture of Akita. 

By 

YosHINOSUKE CHITANI, Geologist. 

The Geology of Tatarayama, in the Prefecture of Yamaguchi. 

By 

TsuToMU 0GURA, Geologist. 

Tatarayarna is siれiatedto the north of l¥Iit乱jiriinもhePrefec-

ture of Yamaguchi and rises 250 meters乱bovethe Alluvial plain. 

It is composed of grani胎 intrudedby numerous dykes. The grani旬

is divided into七hebio七iもeand hornblende biotiもegranite. 'l、hedyke 
rocks are aph古e,pegmati七e,and larnprophyre. The乱pliteis of a 

ligh七browncolour and consisお ofgranular乱ggreg川esof or此10clase

and quartz with a li抗lebioもite: the pegma封印 isof a reddish whiむe

colour and consis七sof ortboclase and quartz. The lamprophyre is 

of a dark green colour with a porphyritic七日計ure. It may be divided 

inもOodinite and spessart1もe，もheformer being composed of plagioclase 

and augiもe,and七helatter of plagioclase, hornble吋e, augi~e, and 

bastite. 

These dyke rocks areもhedifferentiatea products of the graniもe

magma. They are very numerous, being 85 in all, 48 of which are 

apli旬， 22pegmati古eand quartz司vein,and 15 1叩 1prophyredykes. 

The dykes generally run N. 70° Vv. or E.W. with steep inclina句

tions toward north and the Ieng七his variable，七helonges七extending

over 2,000 meters, and出ewidもhvaries from 1七o40 meters. 
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